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岩手県宮古市田老地区
（平成27年8月撮影）

河川対策（直轄区間）
本復旧工事が完了した
河川管理施設（直轄管理区間）の割合

※旧北上川（本復旧工事完了済）で実施中の地震・
津波対策は、平成30年度の完成予定

下水道
通常処理に移行した下水処理場※2の割合

道路（直轄区間）
本復旧が完了した道路開通延長の割合

海岸対策※1

本復旧・復興工事に着工・完了した
地区海岸の割合

※帰還困難区域および居住制限区域を除き、避難
指示解除準備区域を含む。

港湾施設
本復旧工事に着工・完了した
復旧工程計画に定められた港湾施設の割合

※JR大船渡線のBRTによる本格復旧分を含む。

鉄道
運行を再開した鉄道路線延長の割合

道路（復興道路・復興支援道路）
復興道路・復興支援道路の着工率・整備率

※進捗率には帰還者向け災害公営住宅の計画を含
んでいない。
※供給計画は「住まいの復興工程表」（H27.9末時
点）による。

災害公営住宅
災害公営住宅の用地確保が完了した戸数
建築工事に着手した戸数
建築工事が完了した戸数の割合

復興まちづくり

※供給計画は「住まいの復興工程表」（H27.9末時
点）による。

【防災集団移転促進事業】
造成工事の着工・完了数の割合（戸別）

【津波復興拠点整備事業】
工事に着手した地区数・
事業認可した地区数の割合

※供給計画は「住まいの復興工程表」（H27.9末時
点）による。

【土地区画整理事業】
造成工事の着工・完了数の割合（戸別）

【造成宅地の滑動崩落防止】
対策工事に着工・完了した地区数の割合

※1 海岸対策については、平成27年3月末時点から、復旧のみ
ならず復興も含めた指標とした。「復旧」とは、災害復旧事業によ
り行う復旧工事のこと。「復興」とは、社会資本整備総合交付金
または農山漁村地域整備交付金により行う整備工事のこと。
※2 「通常処理に移行した処理場」とは、被災前と同程度の放
流水質まで処理が実施可能となった処理場である。これらの中
には、一部の水処理施設や汚泥処理施設はいまだ本復旧工事
中のものもある。
※福島県の避難指示解除準備区域などについては、原則除い
ている。
※各指標の母数については、事業の進捗に応じ変更

復旧・復興の
進捗状況

（平成28年1月末時点）
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震
災
か
ら
5
年 
新
た
な
東
北
へ
～

平
成
23
年
3
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
か
ら
5
年
。

10
年
間
の
復
興
期
間
の
折
り
返
し
を
迎
え
た
今
、

被
災
地
の
復
興
は
ど
こ
ま
で
進
ん
だ
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
概
観
を
紹
介
し
ま
す
。
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観
光
に
よ
る
復
興
支
援

現
在
、
全
国
的
に
は
、
外
国
人
旅
行
者
が

急
増
し
て
い
ま
す
が
、
震
災
以
降
に
落
ち
込

ん
だ
東
北
６
県
の
外
国
人
旅
行
者
数
は
、
回

復
傾
向
に
あ
る
も
の
の
震
災
前
と
同
程
度
に

と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
旅
行
者
全
体

で
も
、
震
災
前
の
９
割
弱
程
度
と
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。

昨
年
6
月
に
認
定
し
た
東
北
地
方
の
広
域

観
光
周
遊
ル
ー
ト
の
形
成
に
向
け
た
支
援
や

東
北
観
光
の
魅
力
を
海
外
に
発
信
す
る
な

ど
、
地
域
の
観
光
資
源
を
活
用
し
な
が
ら
地

域
と
連
携
し
、
東
北
の
観
光
需
要
の
回
復
に

努
め
ま
す
。
特
に
、
回
復
が
遅
れ
て
い
る
福

島
県
に
つ
い
て
は
、
福
島
へ
の
教
育
旅
行
の

再
生
な
ど
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

「
実
感
で
き
る
復
興
」に
向
け
て

10
年
間
と
定
め
ら
れ
た
復
興
期
間
の
う
ち
、

前
期
5
カ
年
の「
集
中
復
興
期
間
」を
終
え
、

本
年
4
月
か
ら
、
後
期
5
カ
年
の
「
復
興
・

創
生
期
間
」
と
い
う
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
に
入

り
ま
す
。
そ
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
、
未
来
を

創
る
5
年
間
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
、
被
災

地
が
日
本
の
再
生
と
成
長
を
リ
ー
ド
し
、
地

方
創
生
の
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
な
「
自
立
」

に
つ
な
が
る
取
り
組
み
に
力
を
入
れ
て
い
き

ま
す
。
被
災
地
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
は
地

域
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
地
域
ご
と
の
実

情
を
細
か
く
把
握
し
、
今
な
お
不
自
由
な
生

活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
被
災
者
の
方
々
に
一
日

も
早
く
復
興
を
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

復
興
の
一
段
の
加
速
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

福島県相馬市の災害公
営住宅。被災高齢者の孤
独状態を防ぐため、団ら
んの場や食堂エリアなど、
共助スペースを随所に設
置している。

平成27年5月、JR仙石線
全線運転再開および仙石
東北ライン開業記念式典の
様子。

東
北
の
復
興
を
支
え
る

イ
ン
フ
ラ
整
備

防
災
機
能
を
担
う
道
路

東
日
本
大
震
災
で
は
、
東
北
地
方
の
海
岸

沿
い
が
広
く
津
波
に
襲
わ
れ
、
仙
台
か
ら
青

森
に
か
け
て
沿
岸
部
を
つ
な
ぐ
国
道
45
号
が

所
々
で
寸
断
さ
れ
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
た
め
、
ま
ず
が
れ
き
撤
去
や
補
修
工
事
を

行
わ
な
け
れ
ば
被
災
地
へ
向
か
う
こ
と
が
で
き

ず
、
地
域
を
結
ぶ
基
幹
的
な
道
路
は
複
数
必

要
と
の
認
識
が
高
ま
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
岩
手
県
釜
石
市
で
は
地
震
後
に
高

台
を
目
指
し
て
走
っ
て
い
た
小
中
学
生
ら
が
、

6
日
前
に
開
通
し
た
ば
か
り
の
三
陸
沿
岸
道

路
に
登
っ
て
津
波
か
ら
無
事
に
逃
れ
ま
し
た
。

ま
た
仙
台
東
部
道
路
の
よ
う
に
、
盛
土
構
造

の
道
路
が
結
果
的
に
津
波
を
遮
断
し
、
被
害

を
抑
え
た
例
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
事
実
か
ら
、
平
成
23
年
の
政
府

の
復
興
構
想
会
議
に
よ
る
「
復
興
へ
の
提
言
」

に
お
い
て
、「
太
平
洋
沿
岸
軸
の
緊
急
整
備
、

太
平
洋
沿
岸
と
東
北
道
を
つ
な
ぐ
横
断
軸
の

強
化
に
つ
い
て
、
防
災
面
の
効
果
を
適
切
に

評
価
し
つ
つ
重
点
的
に
整
備
す
べ
き
」
と
さ

れ
、
こ
れ
ま
で
計
画
の
立
案
の
み
で
事
業
化

し
て
い
な
か
っ
た
道
路
の
事
業
化
を
決
定
。

私
た
ち
が
現
在
、復
興
道
路
と
呼
ん
で
い
る

「
三
陸
沿
岸
道
路
」、
復
興
支
援
道
路
と
な
っ

た
4
本
の
道
路
「
宮
古
盛
岡
横
断
道
路
」、

東
北
横
断
自
動
車
道
釜
石
秋
田
線
の
「
釜
石

花
巻
道
路
」、
東
北
中
央
自
動
車
道
の
「
相

馬
福
島
道
路
」
お
よ
び
宮
城
県
所
轄
の
「
み

や
ぎ
県
北
高
速
幹
線
道
路
」
の
開
通
に
向
け
、

急
速
に
動
き
出
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

一
部
区
間
で
、
都
市
計
画
な
ど
の
影
響
が

あ
り
事
業
化
が
遅
く
な
っ
た
箇
所
も
あ
り
ま

し
た
が
、
現
在
は
復
興
道
路
・
復
興
支
援

道
路
の
合
計
5
8
4
㎞
全
て
が
事
業
化
し
、

全
体
の
お
よ
そ
7
割
に
当
た
る
4
0
7
㎞
は

開
通
ま
た
は
開
通
見
通
し
が
立
っ
て
い
ま
す
。

被
災
地
を
元
気
に
す
る

常
磐
自
動
車
道

復
興
を
加
速
さ
せ
る
道
路
と
し
て
も
う
一

つ
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
、
昨
年
3
月
に

全
線
開
通
し
た
常
磐
自
動
車
道
で
す
。

東
京
か
ら
仙
台
の
約
3
5
0
㎞
を
海
岸
沿

い
に
つ
な
ぐ
こ
の
高
速
道
路
、
震
災
時
は
全

線
開
通
に
向
け
て
工
事
中
で
し
た
。
全
線
開

通
後
は
、
内
陸
を
走
る
東
北
自
動
車
道
と
合

わ
せ
て
関
東
と
東
北
を
太
く
結
び
付
け
る
ダ

ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

福
島
・
宮
城
沿
岸
の
地
域
で
は
観
光
に
訪

れ
る
人
が
増
加
し
、
地
域
の
経
済
活
性
化
に
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※復興係数…被災地の施工実態に合わせた工事費の補正

室
蘭
港
を
つ
な
ぐ
新
た
な
フ
ェ

リ
ー
航
路
の
開
設
も
計
画
さ
れ

る
な
ど
、
地
域
の
発
展
に
つ
な

が
る
動
き
も
見
ら
れ
ま
す
。

住
宅
再
建
・

ま
ち
づ
く
り
の
本
格
化

被
災
状
況
や
地
域
特
性
、
住

宅
再
建
の
意
向
な
ど
を
踏
ま
え

た
合
意
形
成
に
時
間
を
要
す
る

な
ど
、
当
初
遅
れ
が
心
配
さ
れ

て
い
た
住
宅
再
建
・
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
も
、
現
在
は
お
お

む
ね
県・市
町
村
の
計
画
に
沿
っ

て
着
実
に
進
ん
で
い
ま
す
。
今

春
に
は
、
災
害
公
営
住
宅
が
約

1
万
7
千
戸
、
高
台
移
転
が
約

9
千
戸
完
成
す
る
見
込
み
で
す
。

住
ま
い
の
確
保
は
何
よ
り
重
要
で
す
。
引

き
続
き
地
域
ご
と
の
実
情
に
応
じ
て
き
め
細

や
か
に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
震
災
に
よ
る
犠
牲
者
へ
の
追
悼

と
鎮
魂
、
震
災
の
記
憶
と
教
訓
の
後
世
へ
の

伝
承
、
国
内
外
に
向
け
た
強
い
意
志
を
発
信

す
る
た
め
、
岩
手
県
陸
前
高
田
市
お
よ
び
宮

城
県
石
巻
市
に
国
営
追
悼
・
祈
念
施
設
（
仮

称
）
を
平
成
32
年
度
末
を
め
ど
に
整
備
す
る

予
定
で
す
。

復
旧
・
復
興
事
業
の
加
速
化

復
旧
・
復
興
事
業
の
着
手
当
初
は
工
事
量

の
急
激
な
増
加
の
た
め
、
人
手
や
生
コ
ン
の

不
足
、
資
材
の
高
騰
な
ど
に
よ
る
工
事
の
遅

れ
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
。
そ
う
し
た
状
況
を

踏
ま
え
、事
業
の
円
滑
な
施
工
確
保
の
た
め
、

復
興
加
速
化
会
議
を
立
ち
上
げ
、
公
共
工
事

設
計
労
務
単
価
の
4
度
に
わ
た
る
引
き
上
げ

や
復
興
係
数
（
※
）
の
導
入
、
公
共
生
コ
ン
ク

リ
ー
ト
プ
ラ
ン
ト
の
設
置
な
ど
、
被
災
地
の

実
情
に
合
わ
せ
た
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
に
よ
り
入
札
不
調
も
改

善
し
て
お
り
、
事
業
は
順
調
に
進
ん
で
き
て

い
ま
す
。
今
後
も
現
場
の
状
況
を
注
視
し
、

き
め
細
や
か
な
対
策
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

平
成
23
年
3
月
11
日
午
後
2
時
46
分
、
三

陸
沖
を
震
源
と
し
て
、
日
本
観
測
史
上
最
大

の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
9
・
0
の
巨
大
地
震
と

巨
大
津
波
が
発
生
し
ま
し
た
。
そ
の
被
害
は

極
め
て
甚
大
で
、
多
く
の
人
命
が
失
わ
れ
、

住
居
、
イ
ン
フ
ラ
な
ど
の
被
害
に
よ
り
、
地

域
の
機
能
そ
の
も
の
に
壊
滅
的
な
打
撃
を
与

え
ま
し
た
。
国
土
交
通
省
と
し
て
も
、
発
災

後
直
ち
に
「
く
し
の
歯
」
作
戦
に
よ
る
道
路

啓
開
に
着
手
す
る
な
ど
、
復
旧
・
復
興
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
東
日
本
大
震

災
か
ら
5
年
が
経
過
し
、
被
災
地
で
は
復
興

へ
の
確
か
な
歩
み
が
見
ら
れ
ま
す
。

基
幹
的
な
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
は

着
実
に
進
捗

道
路
・
鉄
道
・
港
湾
な
ど
の
基
幹
的
な
イ

ン
フ
ラ
は
、
着
実
に
進
捗
し
て
い
ま
す
。
生

活
に
密
着
し
た
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
は
、
全
体

と
し
て
は
お
お
む
ね
終
了
し
つ
つ
あ
り
、
今

後
は
、
災
害
に
強
く
、
被
災
地
の
経
済
発
展

の
基
盤
と
な
る
交
通
・
物
流
網
の
構
築
な
ど

に
向
け
、
着
実
に
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

道
路
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
昨
年
3
月
に
常

磐
自
動
車
道
が
全
線
開
通
し
ま
し
た
。ま
た
、

復
興
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
復
興
道
路
・
復
興

支
援
道
路
の
う
ち
、
昨
年
11
月
に
は
吉
浜
道

路
、
同
年
12
月
に
も
東
北
横
断
道
釜
石
秋
田

線
の
1
区
間
が
開
通
す
る
な
ど
、
被
災
地
復

興
の
基
盤
と
な
る
道
路
の
整
備
は
目
に
見
え

て
進
ん
で
い
ま
す
。

鉄
道
に
つ
い
て
は
、
昨
年
3
月
に
J
R

石
巻
線
、
同
年
5
月
に
J
R
仙
石
線
が
全

線
で
運
転
を
再
開
し
ま
し
た
。
ま
た
、
昨

年
3
月
に
全
線
復
旧
の
方
針
が
決
定
し
た

J
R
常
磐
線
も
、
本
年
3
月
に
は
平
成
31

年
度
末
ま
で
の
全
線
復
旧
を
目
指
す
こ
と
が

決
定
さ
れ
、
一
日
も
早
い
復
旧
に
向
け
た
取

り
組
み
が
進
ん
で
い
ま
す
。

港
湾
に
つ
い
て
は
、
産
業
・
物
流
上
、
特

に
重
要
な
港
湾
施
設
は
平
成
26
年
度
ま
で
に

お
お
む
ね
復
旧
が
完
了
し
て
い
ま
す
。
残
る

3
防
波
堤
に
つ
い
て
も
、
大
船
渡
港
は
平
成

28
年
度
、
釜
石
港
お
よ
び
相
馬
港
は
平
成
29

年
度
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。
施
設
の
復
旧

に
伴
い
、
岩
手
県
の
宮
古
港
と
北
海
道
の

岩手県釜石港では、
港湾と道路の整備に
よって物流が活発に
なり、平成27年のコ
ンテナ取扱量が県内
の過去最高記録を更
新した。

平成27年11月、復興道路である三陸沿岸道路の吉浜道路の開通式。
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小名浜港（福島県いわき
市）の復興を後押しする国
際物流ターミナル整備は平
成30年度完成予定。

JR大船渡・気仙沼線で運行中のBRT。

久慈

宮古

釜石

大船渡

女川石巻

仙台

岩沼

浜吉田

竜田
広野

原ノ町

柳津

盛
さかり

三陸鉄道
平成26年4月
全線運転再開

経
済
復
興
の
礎
と
な
る

港
湾
の
復
旧
・
復
興

東
北
地
方
太
平
洋
側
沿
岸
の
港
湾
は
、
地

震
と
津
波
に
よ
っ
て
岸
壁
や
荷
役
機
械
が
大

き
な
損
傷
を
受
け
、
一
部
の
防
波
堤
は
倒
壊

し
、
車
両
や
木
材
な
ど
の
貨
物
が
航
路
に
流

出
し
て
、
物
流
機
能
が
完
全
に
停
止
す
る
と

い
う
過
去
最
大
の
危
機
に
陥
り
ま
し
た
。

港
湾
周
辺
に
は
多
く
の
人
々
が
暮
ら
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
産
業
が
立
地
し
て
い
る
た
め
、

港
湾
物
流
機
能
の
停
止
は
地
域
の
社
会
・
経

済
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
こ
の
た

め
、
被
災
し
た
港
湾
の
効
率
的
・
効
果
的
な

物
流
機
能
の
回
復
を
目
指
し
て
、
国
、
港
湾

管
理
者
お
よ
び
港
湾
利
用
者
が
集
結
。
復
興

会
議
を
組
織
し
、
各
港
湾
の
「
産
業
・
物

流
復
興
プ
ラ
ン
～
復
旧
・
復
興
方
針
～
」
を

策
定
し
ま
し
た
。

港
湾
施
設
の
復
旧
や
企
業
活
動
の
再
開
に

伴
い
、
震
災
直
後
は
前
年
同
月
の
約
1
／
4

ま
で
低
下
し
た
港
湾
の
取
扱
貨
物
量
は
、
平

成
25
年
に
は
震
災
前
を
超
え
る
水
準
に
回
復

し
ま
し
た
。
ま
た
停
止
し
て
い
た
定
期
コ
ン

テ
ナ
航
路
も
再
開
・
新
設
さ
れ
、
平
成
25
年

は
震
災
前
の
平
成
22
年
を
上
回
る
コ
ン
テ
ナ

取
扱
量
を
記
録
し
ま
し
た
。

震
災
以
降
の
火
力
発
電
所
フ
ル
稼
働
に

よ
っ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
貨
物
の
輸
入
量
は

高
止
ま
り
の
状
態
が
続
き
、
石
炭
火
力
発
電

運
休
区
間
が
あ
る
路
線
に
つ
い
て
も
復
旧

に
向
け
た
取
り
組
み
が
着
実
に
進
め
ら
れ
て

お
り
、
J
R
山
田
線
に
つ
い
て
は
、
平
成
30 

年
度
末
の
復
旧
を
目
指
し
て
工
事
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
J
R
常
磐
線
に
つ
い
て
は
、

本
年
3
月
に
開
通
時
期
が
明
ら
か
と
な
っ
て

い
な
か
っ
た
浪
江
～
富
岡
間
に
つ
い
て
、
平

成
31
年
度
末
ま
で
の
開
通
を
目
指
し
、
こ
れ

に
よ
り
J
R
常
磐
線
を
全
線
開
通
さ
せ
る
こ

と
を
決
定
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
一
日
も
早

い
全
線
開
通
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

ま
た
、
J
R
大
船
渡
線
・
気
仙
沼
線
に

つ
い
て
は
、
B
R
T
の
利
便
性
向
上
に
向
け

た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

所
の
新
増
設
計
画
に
よ
り
今
後
さ
ら
な
る
増

加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
国
際
バ
ル
ク
戦
略

港
湾
に
指
定
さ
れ
た
福
島
県
の
小
名
浜
港
で

は
、
石
炭
の
輸
入
効
率
化
を
目
指
し
、
東
港

地
区
に
国
内
の
公
共
岸
壁
で
は
最
大
級
の
水

深
18
m
岸
壁
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

被
災
地
で
は
、
復
旧
さ
れ
た
港
湾
施
設
な

ど
既
存
ス
ト
ッ
ク
を
活
用
し
た
企
業
立
地
や

生
産
拡
大
の
動
き
に
加
え
、
地
域
産
業
の
強

み
を
生
か
し
た
創
貨
な
ど
輸
出
促
進
や
、
ク

ル
ー
ズ
船
誘
致
に
よ
る
に
ぎ
わ
い
創
出
の
取

り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
こ

れ
ら
一
つ
一
つ
の
力
を
持
続
的
な
発
展
へ
と

つ
な
げ
て
い
く
た
め
、
関
係
者
が
連
携
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
取
り
組
み
、
復
興
を
後

押
し
し
て
い
き
ま
す
。

小名浜港

宮古港

八戸港

久慈港

釜石港

大船渡港

相馬港

仙台
塩釜港

主要施設の復旧が
完了した港湾

※復旧に長期間を要する釜石港、
大船渡港、相馬港の防波堤を除く

気仙沼

相馬

JR仙石線
平成27年5月
全線運転再開

JR常磐線
（浜吉田〜相馬間 運休中）
平成28年12月末までに運転再開予定

（原ノ町〜竜田間 運休中）
•原ノ町〜小高間…平成28年春までに開通
•小高〜浪江間…遅くとも2年後（平成29年春）の 
  開通を目指す ※平成27年3月11日より起算
•浪江〜富岡間…平成31年度末までの開通を目指す
•富岡〜竜田間…平成29年内の開通を目指す

JR常磐線
竜田〜広野間
平成26年6月運転再開

鉄道・港湾

JR山田線
（宮古〜釜石間 運休中）
平成30年度末の復旧を
目指して工事中

JR大船渡線
（盛〜気仙沼間 BRT運行中）

JR気仙沼線
（気仙沼〜柳津間 BRT運行中）

JR石巻線
平成27年3月
全線運転再開
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復興道路

復興支援道路

常磐自動車道

事業中

常磐自動車道の開通もあり、福島県の相馬野馬追の観光客数は、平成27年度に
震災以降初めて20万人を超えた。（写真提供／相馬野馬追執行委員会）

平成27年
11月29日開通
吉浜道路（3.6㎞）

病
院
へ
の
搬
送
に
も
役
立
ち
ま
す
。
す
で
に

一
部
開
通
に
よ
る
、
あ
る
い
は
今
後
の
開
通

を
見
込
ん
だ
企
業
立
地
が
進
み
、
宮
古
港
と

釜
石
港
を
は
じ
め
各
地
で
経
済
効
果
が
見
え

始
め
て
い
ま
す
。

両
道
路
の
全
線
開
通
ま
で
も
う
し
ば
ら

く
。
将
来
は
人
命
を
守
り
、
豊
か
な
東
北
を

取
り
戻
す
一
助
と
な
る
よ
う
、
今
後
も
総
力

を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

鉄
道
の
復
旧
・
復
興

被
災
地
の
鉄
道
は
津
波
な
ど
に
よ
っ
て
線

路
や
駅
舎
な
ど
に
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、
東

日
本
大
震
災
か
ら
5
年
を
迎
え
、被
災
し
た
路

線
延
長
の
約
9
割
が
復
旧
を
果
た
し
ま
し
た
。

貢
献
。
宮
城
県
の
松
島
町
、
福
島
県
の
相
馬

市
と
い
わ
き
市
の
3
地
域
の
年
間
観
光
来
場

者
は
全
線
開
通
前
か
ら
約
22
万
人
増
加
し
、

そ
れ
に
よ
る
観
光
消
費
額
は
約
25
億
円
に
達

す
る
と
見
積
も
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
通
勤
圏
拡
大
と
輸
送
効
率
化
な

ど
に
よ
り
、
沿
岸
部
の
年
間
企
業
立
地
数
は

過
去
最
高
を
記
録
。
新
し
い
工
場
が
で
き
た

り
、
既
存
の
工
場
を
大
き
く
し
た
り
と
い
っ

た
工
場
の
増
新
設
は
昨
年
1
月
以
降
だ
け
で

31
件
、
約
5
5
0
億
円
の
経
済
効
果
を
も

た
ら
す
と
算
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

企
業
立
地
と
共
に
近
隣
の
求
人
倍
率
も
着

実
に
伸
び
、
雇
用
確
保
に
も
貢
献
し
て
い
る

と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

福島

山形

郡山

相馬

富谷
利府

登米

花巻

盛岡

釜石

八戸

宮古中央

いわき

さ
ら
に
、
い
わ
き
中
央
～
広
野
、
山
元
～
岩

沼
の
４
車
線
化
に
つ
い
て
も
、
復
興
・
創
生
期

間
内
の
お
お
む
ね
５
年
で
の
完
成
を
目
指
す

と
と
も
に
、
追
加
Ｉ
Ｃ
（
大
熊
Ｉ
Ｃ
、
双
葉

Ｉ
Ｃ
）に
つ
い
て
も
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

復
興
道
路
・

復
興
支
援
道
路
の
今
後

復
興
道
路
と
復
興
支
援
道
路
も
今
後
、
常

磐
自
動
車
道
と
同
様
の
効
果
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
道
路
は
、
比
較
的
カ
ー

ブ
が
緩
や
か
で
幅
が
広
く
時
速
80
㎞
以
上
を

維
持
で
き
る
規
格
で
つ
く
ら
れ
、
地
域
の
特

産
品
な
ど
の
デ
リ
ケ
ー
ト
な
荷
物
の
輸
送
に

も
最
適
。
救
急
時
に
は
地
域
か
ら
都
市
部
の

平成27年
12月5日開通
遠野〜宮守（9㎞）

道路

至 東京

震災の経験を踏まえ、沿岸を走る復興道路の95％が津
波浸水区域を回避。通過が必要な5％では橋梁で十分な
高さを維持し、当時と同レベルの津波でも寸断されない強
固な防災機能を持つ。

釜石山田道路

国道45号

浸水域

浸水域
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じ
な
い
よ
う
段
階
的
に
工
事
を
実
施
す
る
な

ど
、
で
き
る
だ
け
柔
軟
な
対
応
が
可
能
と
な

る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

人
の
つ
な
が
り
を
住
宅
で
守
る

ま
ち
全
体
だ
け
で
な
く
、
個
々
の
住
宅
再

建
も
重
要
な
取
り
組
み
で
す
。
住
宅
の
自
立

再
建
が
難
し
い
被
災
者
に
自
治
体
が
供
給
す

る
災
害
公
営
住
宅
に
対
し
て
は
、
整
備
や
家

賃
の
助
成
を
拡
大
す
る
と
い
っ
た
支
援
を
継

続
す
る
他
、
各
自
治
体
の
優
れ
た
住
宅
計
画

や
取
り
組
み
が
あ
れ
ば
共
有
化
を
図
っ
て
い

ま
す
。

居
住
者
の
孤
独
化
を
予
防
す
る
集
会
場
や

食
堂
の
設
置
、
高
齢
者
の
見
守
り
サ
ー
ビ
ス

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
中
に
は
災
害
公
営
住
宅
の
建
設
前
に
、

入
居
希
望
者
と
近
隣
住
民
が
共
に
ア
イ
デ
ア

を
出
し
合
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
定
期
開
催

す
る
な
ど
、
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
を
進
め

る
自
治
体
も
あ
り
、
住
宅
を
通
じ
た
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
形
成
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

被
災
地
の
課
題
解
決
は

全
国
に
還
元

現
在
、
東
北
を
含
む
全
国
の
地
方
で
少
子

高
齢
化
や
過
疎
化
と
い
っ
た
問
題
が
生
じ
て

い
ま
す
。
今
回
の
震
災
は
そ
れ
を
さ
ら
に
10

年
進
め
る
よ
う
な
ダ
メ
ー
ジ
を
被
災
地
に
残

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
復
興
の
過
程
を
通
じ

て
、
被
災
地
が
目
指
す
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
は
一
歩
ず
つ
前
進
を
続
け
て
い
ま
す
。

生
活
機
能
と
仕
事
の
確
保
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
形
成
な
ど
、
被
災
地
が
直
面
し
て
い

る
課
題
は
全
国
の
課
題
と
共
通
す
る
も
の
で

あ
り
、
解
決
は
地
方
創
生
の
モ
デ
ル
と
し
て

も
重
要
な
意
味
を
持
つ
で
し
ょ
う
。

そ
の
た
め
に
も
、
こ
れ
か
ら
の
「
復
興
・

創
生
期
間
」
は
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
興

と
自
立
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
よ
う
、
引
き

続
き
各
関
係
機
関
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

1 集団移転が決定した際の宮城県岩沼市
玉浦西地区の住民たち。どんなまちにし
たいか地元関係機関を交えたワークショッ
プを開催。議論を重ねたまちには隅々ま
で住民の思いが込められている。
2 平成27年7月に玉浦西地区で行われ
た、まちびらきイベントの様子。
写真提供／宮城県

「弘前公園の逆さ桜」
写真提供／弘前市観光政策課

「紅葉の宝珠山 立石寺（山寺）」
写真提供／山形県観光交流課
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（年）平成 22 平成 23 平成 24 平成 25 平成 26 平成 27

全国合計
東北 6県

65.4%

100%

46.1%

57.1%
70.1%

235.1%

101.0%

161.7%

91.5%

120.1%

36.4%

100%

外国人旅行者の宿泊者数（平成22年比較）
従業員10人以上の宿泊施設を対象。

広域観光周遊ルートとは？
テーマ性・ストーリー性を持った一連の魅力ある観光地をネットワーク化し、外国人旅行者
の呼び込みを図るもの。東北においても、昨年「日本の奥の院・東北探訪ルート」が認定さ
れ、外国人旅行者の誘致強化を狙う。

1 弘前 

1 弘前
2 八甲田・十和田・奥入瀬
3 白神山地
4 八幡平
5 男鹿
6 角館・田沢湖

 7   釜石・遠野
 8   平泉
 9   気仙沼
10 由利・鳥海

11 酒田・鶴岡・出羽三山
12 鳴子
13 仙台・松島
14 蔵王・山寺
15 会津・喜多方・磐梯・大内宿
16 村上

14 蔵王・山寺

1

2
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震
災
直
後
の

ま
ち
づ
く
り
の
動
き

今
回
の
震
災
で
は
被
災
地
の
行
政
機
能
も

大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
多
く
の
行
政

職
員
が
犠
牲
と
な
り
、
ま
た
自
ら
も
被
災
者

で
あ
る
と
い
う
状
態
の
中
で
、
避
難
者
対
応

や
復
旧
作
業
な
ど
を
行
わ
な
く
て
は
な
ら

ず
、
こ
れ
ら
と
並
行
し
て
復
興
計
画
を
作
る

こ
と
は
困
難
を
極
め
る
状
況
で
し
た
。
そ
こ

で
平
成
23
年
5
月
に
費
用
を
確
保
し
、
国
が

直
轄
調
査
を
実
施
。
被
災
状
況
を
詳
細
に
調

査
・
分
析
す
る
と
と
も
に
、
市
街
地
の
復
興

パ
タ
ー
ン
の
検
討
を
行
い
、
職
員
自
ら
が
被

災
自
治
体
に
出
向
き
な
が
ら
復
興
計
画
の
検

討
を
支
援
し
ま
し
た
。
加
え
て
、
復
興
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
た
各
種
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策

定
や
、
被
災
地
が
必
要
と
す
る
事
業
手
法
の

検
討
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
被
災
自
治
体
で
は
ま
ち
づ
く
り
事

業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
職
員
が
不
足
し
て
い

た
た
め
、
多
く
の
復
興
事
業
を
適
切
に
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
す
る
民
間
事
業
者
を
採
用
す
る
手

法
を
推
進
。
業
務
の
効
率
化
、
事
業
期
間
の

短
縮
な
ど
の
効
果
を
上
げ
ま
し
た
。

柔
軟
な
姿
勢
で
事
業
を
推
進

被
災
地
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
工
事
が

ほ
と
ん
ど
着
工
す
る
に
至
り
、
事
業
推
進
に

向
け
た
制
度
の
運
用
改
善
が
中
心
と
な
る
段

階
か
ら
、
現
場
で
の
対
応
力
が
求
め
ら
れ
る

段
階
へ
と
移
っ
て
い
ま
す
。

住
居
を
失
っ
た
り
、
移
転
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
り
し
た
方
々
は
さ
ま
ざ
ま
な
不
安
や
思

い
を
抱
え
て
い
ま
す
。
計
画
の
合
意
形
成
を

丁
寧
に
行
っ
た
と
し
て
も
、
震
災
直
後
は
海

へ
の
恐
怖
心
か
ら
内
陸
へ
と
移
転
決
意
し
た

方
が
、
数
年
経
つ
と
や
は
り
元
の
場
所
へ
戻

り
た
い
と
考
え
た
り
、
逆
に
避
難
先
で
定
住

を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
り
す
る
な
ど
、
時

間
と
共
に
気
持
ち
が
変
化
し
、
新
た
な
意
向

や
要
望
が
出
て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
は
、
そ
う
し
た
変

化
が
な
る
べ
く
生
じ
な
い
よ
う
、
計
画
段
階

で
の
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
の
共
有
や
生
活
の
拠

点
と
働
く
場
所
を
早
期
に
整
備
す
る
こ
と
な

ど
が
重
要
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
被
災

者
の
心
情
変
化
が
起
き
る
の
は
避
け
難
い
面

が
あ
り
ま
す
。
各
自
治
体
で
は
、
ア
ン
ケ
ー

ト
な
ど
に
よ
る
意
向
確
認
を
適
時
行
い
、
変

化
が
起
き
た
と
し
て
も
大
き
な
手
戻
り
が
生

復
旧
・
復
興
と
と
も
に
東
北
へ
の
観
光
客
も
回
復
し
始
め
て
い
ま
す
が
、
震
災
前
の
平
成
２２
年

と
比
べ
る
と
ま
だ
同
じ
水
準
に
は
達
し
て
い
ま
せ
ん
。
近
年
全
国
的
に
増
加
し
て
い
る
外
国
人

旅
行
者
で
も
東
京
-大
阪
間
の
い
わ
ゆ
る
﹁
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
﹂
に
集
中
し
て
い
る
た
め
、

東
北
に
お
け
る
広
域
観
光
周
遊
ル
ー
ト
の
形
成
や
、
本
年
3
月
に
選
定
し
た
﹁
東
北
六
県 

見
る

も
の
・
食
べ
も
の
・
買
い
も
の
1
0
0
選
﹂
を
通
じ
て
、
観
光
資
源
を
国
内
外
の
旅
行
者
に
広

く
情
報
発
信
を
行
う
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
い
、
東
北
へ
の
観
光
客
誘
致
を
図
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
震
災
語
り
部
を
活
用
し
た
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
整
備
し
、
震
災
の
記
憶
を
語
り

継
ぎ
、
防
災
教
育
に
活
用
す
る
教
育
旅
行
の
促
進
な
ど
、
観
光
振
興
に
よ
る
被
災
地
の
活
性
化

も
精
力
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

絆
を
取
り
戻
す

ま
ち
づ
く
り

16

12
11

10

45

3

9

7

東
北
へ
行
こ
う
！

「日本の奥の院・
東北探訪ルート」

もう一つの日本・東北
山の彼方の美しい四季と歴史文化、

食文化を探訪するルート

東京

仙台

函館

「毛越寺 曲水の宴」
写真提供／岩手県観光協会8 平泉

8
広域観光拠点地区

主要ゲートウェイ施設

主要広域観光ルート
骨太ルート

6

1
2

14
13

15
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沿
岸
地
域
を
中
心
に
大
き
な
被
害
を
受
け
た
岩
手
県
で
す

が
、復
興
事
業
は
着
実
に
進
み
、多
く
の
地
元
行
事
な
ど
も
元

気
な
姿
を
取
り
戻
し
て
い
ま
す
。
被
災
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら「
ま

だ
な
ん
と
な
く
東
北
地
方
へ
の
旅
を
避
け
て
い
る
」と
い
う
人

に
現
在
の
岩
手
を
知
っ
て
も
ら
う
べ
く
、さ
ま
ざ
ま
な
P
R

活
動
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

元
気
で
魅
力
あ
る
岩
手
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に

観
光
や
交
流
に
も
力
を

1 2016希望郷いわて国体の「応援フォト」。「広げよう 感動。伝えよう 感謝。」のスロー
ガンで、県民・競技関係者・企業・自治体など「オール岩手」で盛り上げている。
2 世界遺産登録から5周年を迎える平泉の庭園。国内にとどまらず海外からの集客にも
力を入れる。
3 三陸ジオパーク※の見どころの一つでNHK「あまちゃん」でも話題になった小袖海岸。
※平成25年9月に日本ジオパークに認定され、エリアは青森県八戸市から宮城県気仙沼
市までの沿岸16市町村。南北約200㎞にも及ぶ日本一広大なジオパーク。

住宅が移転した低地には商業
施設などを中心に整備し、高台
に住宅を移転・整備している。

釜石市の曳き船まつり
毎年秋に行われる「釜石まつり」でのメインイ
ベント。震災で船も神楽の道具も失ったが、
地元の伝統を守ろうという強い意志から震災
が起きた年の10月に2隻の船で決行。平成
27年は13隻まで増加し、従来のにぎわいを
取り戻しつつある。（写真提供／釜石市）

三陸鉄道
震災でダメージを受けた山田線は、復旧後に
JR東日本から三陸鉄道に運営が移管される
予定で、海岸沿いの鉄道は経営が一本化され
る。地元の愛着も深い鉄道だけに「震災学習
列車」「こたつ列車」など鉄道をもり立てるた
めのさまざまな企画列車が運行されている。

田老地区の高台移転
宮古市田老地区は震災で甚大な
津波被害を受け、高台への集団移
転が進められている。現在は山を
削って100万㎥もの土砂を動か
した大規模な造成工事が完了し、
移転住宅の建設が始まっている。

1
2

3
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イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
・
復
興
が
順
調
に
進
む
中
、応
急
仮
設
住
宅
に
は
ピ
ー
ク
時
の
半
数
の
入
居
者
が
い
ま
だ
残
る
岩
手
県
。

課
題
と
向
き
合
い
つ
つ
も
、全
国
か
ら
の
支
援
に
よ
っ
て「
元
気
に
な
っ
た
岩
手
」を
ど
う
伝
え
て
い
く
の
か
、

岩
手
県
復
興
局
長
の
中
村
一
郎
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
。

復
旧
・
復
興
の
効
果
が
見
え
始
め
た

岩
手
県
で
は
、
復
興
の
大
き
な
鍵
と
な
っ

て
い
る
道
路
・
港
湾
・
鉄
道
な
ど
の
イ
ン
フ

ラ
整
備
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
い
ま
す
。
特

に
海
沿
い
を
縦
貫
す
る
三
陸
沿
岸
道
路
、
県

土
を
横
断
す
る
宮
古
盛
岡
横
断
道
路
、
東
北

横
断
自
動
車
道
釜
石
秋
田
線
に
つ
い
て
、
中

村
局
長
は
「
も
と
も
と
計
画
は
あ
り
な
が
ら

一
部
事
業
化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
の
三
本

の
道
路
は
、
震
災
後
に
国
か
ら
復
興
の
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
位
置
付
け
て
い

た
だ
き
、
現
在
は
か
つ
て
な
い
ス
ピ
ー
ド
で

整
備
さ
れ
て
い
ま
す
」
と
語
り
ま
す
。“
災

害
に
強
い
”
と
い
う
付
加
価
値
を
持
っ
た
道

路
が
完
成
す
れ
ば
、
飛
躍
的
な
ア
ク
セ
ス
の

向
上
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

三
陸
沿
岸
道
路
は
仙
台
～
八
戸
間
の
所
要

時
間
を
3
時
間
近
く
も
短
縮
し
、
宮
古
盛
岡

横
断
道
路
は
宮
古
～
盛
岡
間
を
25
分
短
縮
、

東
北
横
断
自
動
車
道
釜
石
秋
田
線
も
釜
石
～

花
巻
間
を
20
分
短
縮
し
ま
す
。「
利
便
性
は

大
き
く
向
上
し
、
生
活
・
産
業
・
観
光
面
へ

の
波
及
効
果
は
大
き
い
」
と
の
期
待
感
も
表

し
ま
し
た
。

リ
ア
ス
海
岸
の
影
響
で
大
き
な
被
害
を
受

け
た
岩
手
県
の
港
湾
に
お
い
て
も
、
復
興
に

よ
っ
て
大
き
な
可
能
性
が
広
が
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
三
陸
沿
岸
道
路
と
横
断
道
の
結
節
点

と
い
う
地
の
利
を
生
か
し
、
宮
古
港
で
は
平

成
30
年
に
室
蘭
港
と
の
フ
ェ
リ
ー
就
航
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
釜
石
港
で
は
、
横

断
道
の
整
備
に
よ
り
内
陸
部
か
ら
の
物
流
が

ス
ム
ー
ズ
に
な
り
、
コ
ン
テ
ナ
取
扱
量
が
急

増
。
道
路
と
港
湾
の
利
便
性
が
高
ま
っ
た
こ

と
で
、
岩
手
県
を
支
え
る
物
流
拠
点
と
し
て

期
待
さ
れ
ま
す
。

鉄
道
に
目
を
向
け
る
と
、
震
災
の
5
日
目

に
は
一
部
運
行
を
再
開
し
、
復
興
へ
の
先
駆

け
と
し
て
住
民
を
大
い
に
力
づ
け
、
そ
し
て

N
H
K
連
続
テ
レ
ビ
小
説
『
あ
ま
ち
ゃ
ん
』

で
知
名
度
を
上
げ
た
三
陸
鉄
道
が
、
平
成
26

年
4
月
に
全
線
の
運
行
を
再
開
。
津
波
被
害

か
ら
ま
だ
復
旧
し
て
い
な
い
J
R
山
田
線

の
区
間
を
挟
み
、
現
在
は
ま
だ
南
北
に
分
断

さ
れ
て
い
る
状
況
で
す
が
、
山
田
線
は
復
旧

後
に
J
R
東
日
本
か
ら
三
陸
鉄
道
に
運
営

が
移
管
さ
れ
る
予
定
で
す
。
沿
岸
の
南
北
を

一
本
に
結
ぶ
鉄
道
と
し
て
、
ま
す
ま
す
三
陸

の
象
徴
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

交
流
の
活
気
を
取
り
戻
す
た
め
に

「
復
旧
・
復
興
は
着
実
に
進
ん
で
は
い
ま
す

が
、
被
災
し
た
方
々
に
と
っ
て
は
『
ま
だ
こ
の

程
度
か
』と
い
う
の
が
現
状
だ
と
思
い
ま
す
。

災
害
公
営
住
宅
整
備
を
急
ぐ
な
ど
、
被
災
者

に
寄
り
添
い
な
が
ら
も
っ
と
地
元
を
も
り
立

て
て
い
き
た
い
」
と
中
村
局
長
。
そ
こ
に
は

全
国
か
ら
の
支
援
に
感
謝
す
る
た
め
に
も
、

元
気
に
な
っ
た
岩
手
を
知
ら
せ
た
い
と
の
思

い
も
あ
り
ま
す
。
三
陸
ジ
オ
パ
ー
ク
や
今
年

開
催
の
い
わ
て
国
体
、
平
泉
と
釜
石
市
の
橋

野
鉄
鉱
山
の
二
つ
の
世
界
遺
産
、
2
0
1
9

年
の
ラ
グ
ビ
ー
W
杯
釜
石
開
催
な
ど
、
明
る

い
話
題
発
信
に
も
注
力
し
て
い
ま
す
。

中
村
局
長
は
「
被
災
地
へ
は
気
軽
に
行
き

に
く
い
と
思
う
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
と
同
時
に
地
震

や
津
波
に
備
え
る
必
要
性
も
学
ん
で
い
た
だ

被
災
者
に
寄
り
添
い
な
が
ら

安
全・暮
ら
し・な
り
わ
い
を
再
生
す
る

岩
手
県

岩手県復興局長  
中村一郎さん

け
ま
す
。
ぜ
ひ
岩
手
に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ

い
」
と
、
震
災
を
伝
承
し
て
い
く
被
災
地
な

ら
で
は
の
役
割
も
見
据
え
て
い
ま
し
た
。

復興道路などの
交通ネットワークの
活用に向けて
中長期的な視点や広域的な観点に
立ち、新たな三陸地域を築いていく
ためのアイデアや取り組みなどを、産
業・観光・コミュニティの三分野を柱
に検討している。中でも急ピッチで
準備が進む交通インフラを今後どの
ように活用していくべきか、岩手のこ
れからを考える上でも重要な検討事
項となっている。 

【検討案の一例】
移動と物流の時間短縮効果を産業振興に
どう生かすか？
◉ 新鮮な三陸の水産物を復興道路で消費

地に直送
◉ 効率的な物流網による産業競争力向上

を企業にアピール
各地からのアクセス性向上を観光に生か
すには？
◉ 魅力ある広域的な観光ルートの開発
住民の生活圏拡大を、地域の活性化につ
なげるには？
◉ 生活サービス施設の共同利用などによ

る利便性の向上
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JR仙石線が運転再開
東名駅と野蒜駅が高台に移転
し、平成27年5月にJR仙石線
全線開通。（写真提供／宮城県）

千年希望の丘（岩沼市）
津波来襲時に海岸付近の人が
避難できる丘。あずまやのほろ
を降ろすと小屋になる。

玉浦西地区（岩沼市）
岩沼市をはじめ広範囲が浸水した低平地の
地域は、海岸付近の住居を内陸へ移転する
とともに、津波を減衰する多重の防御施設の
整備を進めている。

野
の
蒜
びる
地区（東松島市）

高台移転することになったこの
地区では、高台の造成が一段
落し、移転住居の建設が始まっ
ている。松島の景観に配慮する
ため、山の中央部をすり鉢状に
削り、海岸側からはこの地区が
ほとんど見えないように計画さ
れている。

宮城県沿岸部を南北に走る三つ
の運河は、周辺の松並木と調和し
た美しい護岸風景で人々に愛され
ていたが、震災により破壊されて
しまった。そこで津波防災意識の
継承と魅力的な沿岸地域の復興
を願った桜の植樹会が定期的に行
われている。（写真提供／宮城県）

震災から5年の節目にあたり、
完成するめどが付いた仙台湾
南部海岸堤防※の完成式。東北
地方整備局長（左）から村井宮
城県知事（右）へ代行区間の引
き渡しが行われた。
※国土交通省が施行していた
直轄区間と、県が国へ復旧を
要請した代行区間を加えた総
延長約29㎞の海岸堤防

千年希望の丘 海岸防災林玉浦西地区
新市街地

野蒜地区
新市街地

内陸へ移転

かさ上げ道路仙台東部道路
海岸防潮堤

海岸防潮堤

多重防御の第一線である完成した海岸堤防（仙台海岸／深沼地区）。
巨大津波が越流しても粘り強く効果を発揮する構造となっている。

宮
城
県
の
沿
岸
部
は
、仙
台
平
野
に
代
表
さ
れ
る

低
平
地
の
南
部
と
、岩
手
県
沿
岸
部
と
連
な
る
リ

ア
ス
海
岸
の
北
部
で
津
波
被
害
の
性
質
が
異
な
り

ま
し
た
。
各
地
域
の
特
性
と
移
転
が
必
要
に
な
る

住
民
の
意
向
に
配
慮
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
形
に
合
わ
せ
た

多
重
の
津
波
防
御
と

高
台
移
転

避難の丘

松島

高台へ移転

JR仙石線も高台に移設

津波
貞山運河

避難道路

12

復
旧
・
復
興
事
業
が
本
格
化
す
る
中
、

宮
城
県
は「
震
災
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
」の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

震
災
直
後
か
ら
復
興
に
奔
走
し
て
き
た
宮
城
県
土
木
部
長
の
遠
藤
信
哉
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

復
興
は
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
か
ら

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ

「
現
在
は
、
震
災
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た

市
町
の
復
興
が
、
目
に
見
え
て
進
ん
で
き
ま

し
た
」
と
手
応
え
を
語
っ
た
遠
藤
部
長
。

「
た
っ
た
5
年
で
こ
こ
ま
で
来
ら
れ
た
の
は

全
国
か
ら
応
援
に
来
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
の

お
か
げ
で
す
」
と
続
け
ま
し
た
。
各
自
治
体

か
ら
支
援
に
駆
け
付
け
て
い
る
職
員
は
、
宮

城
県
内
で
6
0
0
人
以
上
も
い
る
と
い
い

ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
で
も
震
災
直
後
の
ま
ち
づ

く
り
は
困
難
の
連
続
で
し
た
。
被
災
し
た
市

町
の
多
く
は
直
面
す
る
課
題
で
手
一
杯
。
将

来
に
向
け
た
計
画
を
考
え
る
余
裕
な
ど
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
県
は
「
参
考
に
な
れ
ば
」

と
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
素
案
を
数
パ
タ
ー

ン
用
意
し
、
市
町
に
提
案
し
ま
し
た
。

例
え
ば
、
リ
ア
ス
海
岸
の
た
め
高
い
津
波

が
直
接
襲
来
し
た
沿
岸
北
部
の
三
陸
地
域
に

は
、
高
台
移
転
の
案
を
。
な
だ
ら
か
な
平
地

の
た
め
津
波
が
内
陸
部
ま
で
到
達
し
た
南
部

地
域
に
は
、
多
重
防
御
の
案
を
。
多
く
の
被

災
地
で
土
木
関
係
の
職
員
が
不
足
し
て
い
た

た
め
、
結
果
的
に
こ
の
素
案
が
足
掛
か
り
と

な
り
、
市
町
の
計
画
づ
く
り
は
加
速
的
に
進

み
ま
し
た
。

「
次
に
目
指
す
べ
き
は
、
創
造
的
復
興
だ
と

考
え
ま
す
。創
造
的
と
は
、こ
の
震
災
を
き
っ

か
け
に
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
モ
デ
ル
を
目

指
そ
う
と
い
う
も
の
で
す
」
と
遠
藤
部
長
。

そ
の
一
例
は
、
国
が
管
理
し
て
い
た
空
港

と
し
て
は
初
の
完
全
民
営
化
と
な
る
仙
台
空

港
で
、
利
用
者
数
の
倍
増
を
狙
い
ま
す
。
他

に
も
、
広
域
防
災
拠
点
整
備
や
医
師
不
足
に

対
応
し
た
医
学
部
新
設
な
ど
、
ま
ち
全
体
の

課
題
や
弱
点
を
改
め
て
見
直
し
、
さ
ら
に
安

全
で
魅
力
的
な
ま
ち
の
実
現
に
県
を
あ
げ
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
う
し
た
創
造
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
同
時

に
、
被
災
事
実
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
の

「
3
・
11
減
災
・
伝
承
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に

も
県
は
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
次
世
代
へ
防

災
文
化
を
つ
な
ぐ
た
め
の
、
語
り
部
に
よ
る

防
災
教
育
。
津
波
浸
水
高
の
表
示
板
設
置
や

津
波
資
料
の
ア
ー
カ
イ
ブ
化
な
ど
、
多
種
多

様
な
方
法
で
記
録
保
存
と
そ
の
伝
承
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

「
多
く
の
人
に
震
災
の
実
態
を
知
っ
て
も
ら

う
だ
け
で
な
く
、
各
被
災
地
域
の
記
録
を
展

示
す
る
施
設
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
す
る
こ
と

も
大
切
で
す
。
今
後
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中

心
と
し
て
、
石
巻
市
の
南
浜
に
国
・
県
・
市

が
連
携
し
復
興
祈
念
施
設
の
整
備
を
進
め
て

い
き
ま
す
」（
遠
藤
部
長
）

過
去
を
受
け
止
め
、
し
っ
か
り
と
記
録
し

て
い
る
か
ら
こ
そ
、
未
来
に
向
か
っ
て
全
力

ま
ち
づ
く
り
の
形
が
見
え

創
造
的
復
興
へ
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

宮
城
県

宮城県土木部長  
遠藤信哉さん

を
出
せ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
宮
城
県
の

復
興
は
、
新
し
い
ス
テ
ッ
プ
へ
と
歩
み
を
進

め
て
い
ま
し
た
。

東日本大震災 宮城の記録
http://www.pref.miyagi.jp/
site/kt-kiroku/

未来のために残す
詳細な震災の記録
「記憶はいつか消えてしまうからこ
そ、記録することが大切」と語っ
た遠藤部長。宮城県では土木部
のみならず、各部局で震災と復興
の記録をつぶさに取りまとめてい
ます。全職員から震災当時の個人
的な体験を集めたという貴重な資
料もあり、その価値は計り知れま
せん。各種資料はウェブでも閲覧
可能です。

1 駅や公共施設などでは震災時の様子を伝え
るパネル展示も多数設置されている。
2 3.11減災・伝承プロジェクトの一環として各
地で津波の浸水高表示を推進している。
1

2
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プ
レ
D
C
で
観
光
素
材
を
掘
り
起
こ
し
た
こ
と
に
よ
り
、自

ら
の
地
域
資
源
を
見
つ
め
直
し
た
各
地
域
か
ら
、そ
れ
ま
で

に
な
い
新
し
い
提
案
が
数
多
く
出
て
き
ま
し
た
。こ
う
し
た

成
果
を
メ
デ
ィ
ア
や
旅
行
会
社
が
取
り
上
げ
る
と
、今
度
は

「
自
分
た
ち
も
や
っ
て
み
よ
う
」と
い
う
動
き
が
さ
ら
に
別
の

地
域
で
生
ま
れ
る
な
ど
、好
循
環
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
通
じ
て

生
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

福
島
県
の
新
し
い
魅
力

二本松！ お祭り三昧！ 大集合！
平成17年に4つの市町が合併してできた現
在の二本松市は、旧市町単位で実施し、横の
つながりが少なかった「二本松の提灯祭り」
「木幡の幡祭り」をはじめとする伝統的な4
つのお祭りを一堂に会したイベントを霞ヶ城
公園で開催。今までなかった貴重な共演に
市の内外から約56,000人もの観客が詰め
かけた。

おもてなし女子駅弁
県中エリアの女性たちによるプレDCから3
カ年に渡る企画で、県中12市町村それぞれ
の食材で観光の魅力を発信するために考案
された駅弁。女子目線で食材のふるさとを
紹介する「別冊おもてなし女子駅弁」も添え
て販売した。

若旦那プロジェクト
平成26年10月、風評被害を乗り越えよう
と福島市と二本松市にある4つの温泉地の
若旦那たちが結成。『若旦那サミット』の開
催、『若旦那図鑑』の発行、『若旦那カフェ』
のオープンなど、ユニークなPRを実施し、全
国の観光業界からも注目を集めている。

さまざまな観光素材の新たな活用
教育旅行やインバウンドへの誘致も視野に、
新しい産業を生かしたツーリズムなどの計画
も進んでいる。震災後、県内には再生可能エ
ネルギー産業を中心に、日本初・世界有数と
いった研究開発拠点が多数整備された。写
真は貯蔵した雪を活用して、冷房などの冷熱
源に利用するための「雪室」の見学の様子。

ふくしま観光素材提案集
DC開催に備えて集めた観光素材
を花・食・温泉のキーワードからま
とめさまざまな場面でPRした。ウェ
ブからもダウンロードと閲覧が可
能。http://dc-fukushima.jp/
yakudati/download.html

特集

復興・創生
〜震災から5年 新たな東北へ〜
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福
島
県
は
、復
興
に
は
震
災
被
害
の
風
評
払
拭
と
風
化
防
止
が

重
要
と
の
考
え
を
基
本
に
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
発
信
を
し
て
い
ま
す
。

観
光
の
力
で
復
興
を
支
え
る
観
光
交
流
局
長
の
橋
本
明
良
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

風
評
払
拭
・
風
化
防
止
を
見
据
え
た

観
光
分
野
で
の
三
つ
の
柱

福
島
県
の
災
害
は
地
震
と
津
波
だ
け
で
は

な
く
、
東
京
電
力
の
原
子
力
発
電
所
事
故
が

大
き
な
被
害
や
影
響
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

震
災
か
ら
5
年
が
経
ち
、
一
部
地
域
を
除
き

環
境
回
復
は
進
ん
だ
も
の
の
、
い
ま
だ
風
評

は
払
拭
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

一
方
で
被
災
地
に
対
す
る
関
心
は
時
間
と

共
に
風
化
し
て
い
く
側
面
も
あ
り
ま
す
。「
甚

大
な
被
害
を
受
け
た
こ
と
。
し
か
し
今
で
は

安
全
を
取
り
戻
し
て
い
る
こ
と
。
そ
の
二
つ

を
し
っ
か
り
と
伝
え
な
が
ら
、
観
光
面
で
は

三
本
の
柱
で
復
興
を
支
え
て
い
き
ま
す
」
と

橋
本
局
長
は
語
り
ま
す
。

そ
の
一
つ
目
の
柱
は
、
観
光
復
興
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
事
業
。
代
表
的
な
も
の
が
『
ふ
く

し
ま
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

（
以
下
、
D
C
）』
で
す
。
ま
ず
一
昨
年
の
平

成
26
年
に
『
プ
レ
D
C
』
と
し
て
地
元
の
お

も
て
な
し
を
充
実
さ
せ
る
と
共
に
、
地
域
の

観
光
素
材
を
掘
り
起
こ
し
ま
し
た
。
平
成
27

震
災
を
バ
ネ
に
福
島
の
魅
力
を

さ
ら
に
磨
き
上
げ
て
い
く

福
島
県

福島県観光交流局長 
橋本明良さん

性
た
ち
が
企
画
し
た
『
お
も
て
な
し
女
子
駅

弁
』
な
ど
、新
し
い
試
み
が
次
々
と
形
に
な
っ

て
い
ま
す
。

「
課
題
は
あ
る
も
の
の
、
多
く
の
方
に
福
島

の
今
と
未
来
を
伝
え
“
新
生
ふ
く
し
ま
”
を

実
現
し
た
い
。
福
島
県
人
と
し
て
の
誇
り
を

持
っ
て
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
、
橋
本
局
長
は
熱
い
言
葉

で
締
め
く
く
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

浜通りの厳しい現実も
風化させないために
少しずつ観光によるにぎわいを取り戻し、復興への
手応えも感じられる中で、福島県内には、今もなお
震災からの復興に全力で取り組んでいる地域も存
在しています。原発事故で避難区域が設定された
浜通りの12市町村。県では、この地域の観光振興
も進めていくため、各市町村と共に、それぞれの状
況に応じた誘客対策も検討しています。特に、復興
ツーリズムなどを通じて、県を支援してくれる人たち
と交流を図ることは、重要な風評・風化対策の一つ
と位置付けています。

年
は
D
C
本
番
と
し
て
全
国
に
P
R
し
、

地
域
主
体
の
企
画
に
は
多
く
の
観
光
客
が
訪

れ
ま
し
た
。『
ア
フ
タ
ー
D
C
』
と
な
る
今

年
は
、
地
域
の
取
り
組
み
の
定
着
や
拡
大
に

よ
り
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

二
つ
目
の
柱
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
強
化

で
す
。
外
国
人
観
光
客
の
来
訪
者
数
は
、
昨

年
も
震
災
前
の
半
分
以
下
。
福
島
空
港
の
上

海
便
・
ソ
ウ
ル
便
が
震
災
以
降
は
運
休
し
て

い
る
影
響
も
あ
り
、
来
訪
者
数
は
な
か
な
か

回
復
し
ま
せ
ん
。
し
か
し
タ
イ
や
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
か
ら
の
観
光
客
数
は
増
え
て
お
り
、

こ
れ
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
や
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域

へ
の
ア
ピ
ー
ル
が
よ
り
重
要
に
な
っ
て
い
く

こ
と
で
し
ょ
う
。

福
島
空
港
で
は
震
災
以
降
、
台
湾
や
ベ
ト

ナ
ム
な
ど
か
ら
の
チ
ャ
ー
タ
ー
便
が
運
航
さ

れ
て
お
り
、
上
海
便
・
ソ
ウ
ル
便
の
再
開
に

向
け
て
も
さ
ら
に
努
力
し
て
い
く
そ
う
で
す
。

三
本
目
の
柱
は
、
教
育
旅
行
の
誘
致
。
首

都
圏
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
良
く
歴
史
や
自
然

を
学
べ
る
福
島
で
は
、
以
前
は
年
間
延
べ

70
万
人
超
の
子
ど
も
た
ち
を
受
け
入
れ
て
い

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
震
災
直
後
に
は
そ
の
2

割
に
ま
で
減
少
し
、
平
成
26
年
に
も
5
割
程

度
の
回
復
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

「
教
育
旅
行
は
将
来
の
お
客
さ
ま
と
な
る
子

ど
も
た
ち
に
、
福
島
の
魅
力
を
伝
え
る
効
果

の
大
き
な
事
業
で
す
。
粘
り
強
く
正
確
な
情

報
を
伝
え
、
福
島
の
安
全
を
理
解
し
て
い
た

だ
く
努
力
を
続
け
ま
す
」（
橋
本
局
長
）

豊
か
な
自
然
や
食
材
、歴
史
遺
産
…

恵
ま
れ
た
観
光
素
材
を
再
認
識

「
復
興
の
た
め
の
努
力
の
中
で
、
福
島
が
い

か
に
観
光
素
材
に
恵
ま
れ
て
い
た
か
を
実
感

し
ま
し
た
。
私
た
ち
が
そ
れ
を
再
認
識
し
、

福
島
の
魅
力
に
磨
き
を
か
け
る
こ
と
で
観
光

客
を
呼
び
戻
せ
る
。
そ
ん
な
希
望
も
芽
生
え

て
い
ま
す
」（
橋
本
局
長
）

D
C
の
た
め
に
地
域
が
考
え
た
観
光
素
材

は
、
取
捨
選
択
を
行
っ
た
上
で
2
8
0
0
に

も
上
り
ま
し
た
。
福
島
を
P
R
す
る
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
も
上
が
り
、
温
泉
旅
館
の
後
継

者
た
ち
が
タ
ッ
グ
を
組
む
『
ふ
く
し
ま
若
旦

那
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
や
、
県
中
エ
リ
ア
の
女



17

災
害
時
に
も
寸
断
さ
れ
な
い

「
三
陸
沿
岸
道
路
」
の
整
備

宮
城
県
仙
台
市
か
ら
青
森
県
青
森
市
ま
で

の
太
平
洋
沿
岸
を
結
ぶ
国
道
45
号
は
、
東
日

本
大
震
災
に
よ
る
津
波
で
浸
水
し
、
通
行
止

め
と
な
っ
た
箇
所
も
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。

東
北
地
方
整
備
局
で
は
、
大
規
模
災
害
が
起

き
て
も
寸
断
さ
れ
な
い
強
靱
で
信
頼
性
の
高

い
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
べ
く
、
復

興
道
路
の
「
三
陸
沿
岸
道
路
」
を
整
備
し
て

い
ま
す
。

岩
手
県
宮
古
市
を
拠
点
と
す
る
三
陸
国
道

事
務
所
で
は
、
三
陸
沿
岸
道
路
の
う
ち
、
山

田
町
か
ら
洋
野
町
ま
で
の
8
区
間
1
0
8
㎞

を
整
備
し
て
い
ま
す
。
津
波
で
浸
水
し
た
エ

リ
ア
を
迂
回
す
る
よ
う
に
計
画
さ
れ
て
い
て
、

完
成
後
は
災
害
時
の
緊
急
輸
送
や
救
急
搬
送

の
ル
ー
ト
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
八

戸
、
宮
古
、
釜
石
と
い
っ
た
沿
岸
部
の
中
核

都
市
を
つ
な
ぐ
こ
と
か
ら
、
経
済
の
活
性
化

に
も
寄
与
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

三
陸
国
道
事
務
所
が
整
備
す
る
区
間
の
一

つ
に
山
田
町
と
宮
古
市
を
結
ぶ
「
山
田
宮
古

道
路
」
が
あ
り
ま
す
。
現
場
の
責
任
者
で
あ

る
建
設
監
督
官
を
務
め
る
の
は
佐
々
木
博
樹
。

「
私
は
平
成
4
年
の
採
用
で
す
が
、
最
初
に

着
任
し
た
の
が
こ
の
三
陸
国
道
事
務
所
で
し

た
。
震
災
時
は
岩
手
県
盛
岡
市
の
岩
手
河
川

国
道
事
務
所
に
勤
務
し
て
い
て
、
リ
エ
ゾ
ン

（
災
害
対
策
現
地
情
報
連
絡
員
）
と
し
て
大

船
渡
市
に
入
り
ま
し
た
。
津
波
の
後
に
沿
岸

部
の
光
景
を
見
た
者
で
あ
れ
ば
、
復
興
の
た

め
に
何
か
し
た
い
と
思
う
は
ず
で
す
。
思
い

入
れ
の
あ
る
三
陸
沿
岸
の
復
興
に
携
わ
る
こ

と
が
で
き
、
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
」

建
設
監
督
官
の
仕
事
は
主
に
、
工
事
現
場

で
計
画
通
り
施
工
が
行
わ
れ
て
い
る
か
を
管

理
す
る
こ
と
で
す
。工
事
は
設
計
図
面
に
沿
っ

て
発
注
し
ま
す
が
、
実
際
に
始
め
て
み
る
と

設
計
図
通
り
に
は
進
ま
な
い
こ
と
が
ほ
と
ん

ど
で
す
。
現
場
の
状
況
に
合
わ
せ
て
工
事
計

画
や
工
法
の
変
更
を
判
断
し
ま
す
が
、
費
用

は
予
算
内
に
収
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

地
域
住
民
と
の
対
話
を
重
視

佐
々
木
が
担
当
す
る
山
田
宮
古
道
路
の
総

延
長
は
約
14
㎞
。
三
陸
地
方
は
急
峻
な
地
形

の
リ
ア
ス
海
岸
で
す
が
、
こ
の
道
路
が
通
る

地
域
は
比
較
的
地
形
が
な
だ
ら
か
で
、
水
田

が
広
が
る
平
地
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ

れ
は
道
路
を
整
備
す
る
地
域
に
住
宅
地
が
広

が
り
、
人
々
の
生
活
が
営
ま
れ
て
い
る
こ
と

を
意
味
し
ま
す
。

「
工
事
で
は
ト
ン
ネ
ル
を
掘
り
、
丘
陵
を
切

り
開
き
ま
す
。
掘
り
出
し
た
土
砂
は
平
野
部

の
道
路
を
か
さ
上
げ
す
る
盛
土
な
ど
に
使
い

ま
す
が
、
同
じ
工
事
現
場
内
で
使
用
で
き
る

と
は
限
ら
ず
、
土
砂
を
運
搬
す
る
ダ
ン
プ
ト

ラ
ッ
ク
が
狭
い
生
活
道
を
ひ
っ
き
り
な
し
に

通
り
ま
す
。
地
域
住
民
の
方
々
の
理
解
と
協

力
な
し
で
は
工
事
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
」

佐
々
木
は
平
成
25
年
4
月
の
着
任
以
来
、

地
域
の
民
生
委
員
の
集
ま
り
に
出
席
し
て
き

ま
し
た
。
そ
の
地
域
の
工
事
を
手
が
け
る
施
工

業
者
も
同
席
し
ま
す
。
工
事
の
進
捗
を
丁
寧

に
説
明
し
、
何
か
あ
れ
ば
自
分
の
携
帯
電
話

に
直
接
連
絡
し
て
ほ
し
い
と
呼
び
掛
け
、
住

民
と
顔
の
見
え
る
関
係
を
築
い
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
定
期
的
に
住
民
宅
を
訪
ね
、
直
接

声
を
聞
き
、
改
善
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
積
み
重
ね
が
、
苦
情
の
ほ
と
ん
ど

山田宮古道路の工事現場の変遷。住民の生活エリアも通過するため、付
近の景観は劇的に変化する。写真の現場では丘陵を切り開き、その土砂
を盛土しながら平野部を整備している。

施工業者と共に民生委員の集まりにも参加する。民生委員は地区の区長
を務める方も多く、地域住民のまとめ役としても協力してくれている。

平成26年1月撮影

平成27年5月撮影

平成28年3月撮影
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場
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東
北
地
方
の
生
命
線
を

地
域・民
間
と
共
に

つ
な
い
で
い
く

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
人
々
の
生
命
線
と
し
て
活
躍
し
た
東
北
地
方
の
国
道
。

震
災
の
教
訓
を
生
か
し
、安
全
安
心
を
守
る
道
路
の
整
備
が
本
格
化
し
て
い
ま
す
。

復
興
道
路
・
復
興
支
援
道
路
の
工
事
現
場
を
動
か
す
二
人
の
建
設
監
督
官
を
紹
介
し
ま
す
。

東北地方整備局
三陸国道事務所

洋野町 太平洋

宮古市

山
田
宮
古
道
路（
約
14 

km
）

宮古箱石道路（約33km）

至 青森 

 至 仙台

 至 盛岡
宮古盛岡横断道路

三
陸
沿
岸
道
路

三
陸
国
道
事
務
所
事
業
区
間

三陸国道事務所事業区間

山田町

釡石市
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三陸国道事務所
建設監督官
庄司 彰

三陸国道事務所
建設監督官
佐々木博樹 

険
し
い
地
形
を
通
り
抜
け
て
い
き
ま
す
。

総
延
長
約
1
0
0
㎞
の
宮
古
盛
岡
横
断

道
路
の
う
ち
、
宮
古
市
側
の
約
33
㎞
が
三
陸

国
道
事
務
所
の
整
備
す
る
「
宮
古
箱
石
道

路
」。
建
設
監
督
官
を
務
め
る
の
は
中
国
地

方
整
備
局
か
ら
の
応
援
職
員
で
、
平
成
27
年

4
月
に
着
任
し
た
庄
司
彰
で
す
。

「
震
災
か
ら
5
年
。
復
興
の
道
路
整
備
が
劇

的
に
動
き
始
め
た
今
、
建
設
監
督
官
と
し
て

着
任
し
た
使
命
を
し
っ
か
り
果
た
す
覚
悟
で

す
。
復
興
に
貢
献
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
こ

れ
だ
け
数
多
く
の
工
事
現
場
で
経
験
を
積
め

る
機
会
は
あ
り
ま
せ
ん
。
土
木
屋
冥
利
に
尽

き
ま
す
」

民
間
と
の
役
割
分
担
で
現
場
を
回
す

庄
司
が
担
当
す
る
宮
古
箱
石
道
路
で
は
、

現
在
4
つ
の
工
区
が
あ
り
、
7
本
の
ト
ン
ネ

ル
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
般
的
に

建
設
監
督
官
は
2
〜
3
年
で
勤
務
地
が
変
わ

り
、
そ
の
間
に
2
〜
3
本
の
起
工
式
や
貫
通

式
に
立
ち
会
え
れ
ば
、
大
仕
事
を
成
し
遂
げ

た
と
言
わ
れ
る
と
い
い
ま
す
。
そ
の
数
か
ら

も
庄
司
の
担
当
す
る
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
数
が

い
か
に
多
い
か
が
分
か
り
ま
す
。

「
こ
れ
だ
け
の
大
規
模
な
工
事
で
す
か
ら
、

私
一
人
で
は
管
理
で
き
ま
せ
ん
。
ト
ン
ネ

ル
の
岩
質
判
定
な
ど
、
費
用
や
安
全
性
を

左
右
す
る
重
要
な
判
断
は
私
が
行
い
ま
す

が
、
そ
れ
以
外
の
細
か
い
業
務
は
事
業
促
進

P
P
P
の
技
術
者
に
任
せ
て
い
ま
す
。
役

割
分
担
が
で
き
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
だ

け
多
く
の
現
場
を
回
し
て
い
け
る
の
で
す
」

事
業
促
進
P 

P 

P
と
は
官
民
パ
ー
ト
ナ
ー 

シ
ッ
プ（Public-Private Partnership

）

の
略
。
早
期
復
興
を
目
指
し
、
限
ら
れ
た
職
員

で
迅
速
に
道
路
整
備
を
進
め
る
た
め
に
民
間

の
技
術
者
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
庄
司

は
「
優
秀
な
P 

P 

P
の
ス
タ
ッ
フ
に
う
ま
く
仕

事
を
振
り
分
け
、
連
携
し
な
が
ら
全
体
を
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
す
る
の
も
私
の
仕
事
」と
語
り
ま
す
。

宮
古
箱
石
道
路
で
は
2
カ
月
に
1
回
程

度
、
全
工
事
現
場
の
施
工
業
者
の
代
表
が
参

加
し
て
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

庄
司
は
パ
ト
ロ
ー
ル
で
訪
れ
た
各
現
場
の
安

全
対
策
を
評
価
す
る
と
と
も
に
、
各
施
工
業

者
に
対
し
て
は
「
良
い
取
り
組
み
は
持
ち

帰
っ
て
実
践
し
て
ほ
し
い
」
と
促
し
ま
す
。

「
最
近
は
宮
古
箱
石
道
路
工
事
関
係
者
同
士

の
結
束
も
強
ま
っ
て
い
ま
す
。
私
は
発
注
者

側
の
人
間
で
す
が
、
工
事
を
円
滑
に
進
め
る

に
は
、
受
注
者
の
立
場
で
物
事
を
考
え
る
こ

と
も
大
切
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
受
け

入
れ
ら
れ
る
こ
と
、
で
き
な
い
こ
と
の
線
引

き
を
し
っ
か
り
し
な
が
ら
、
信
頼
関
係
を
築

い
て
き
ま
し
た
」

東
北
は「
復
興
の
本
番
」へ

佐
々
木
、
庄
司
の
両
建
設
監
督
官
は
異
口

同
音
に
東
北
の
復
興
は
こ
れ
か
ら
だ
と
強
調

し
ま
す
。

「
道
路
整
備
と
い
う
ハ
ー
ド
面
と
並
行
し
な

が
ら
、
ソ
フ
ト
面
で
の
復
興
に
も
力
を
入
れ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
全
国
か
ら
知
恵
を

借
り
、
雇
用
の
活
性
化
や
交
流
人
口
の
拡
大

を
図
っ
た
り
、イ
ン
フ
ラ
を
活
用
し
な
が
ら
、

三
陸
の
風
土
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
る
方
法

を
考
え
た
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
」（
佐
々
木
）

「
東
北
の
復
興
な
く
し
て
、
日
本
の
発
展
は

あ
り
ま
せ
ん
。
国
土
の
整
備
が
地
方
の
経
済

活
性
化
と
復
活
の
起
爆
剤
に
な
れ
ば
、
日
本

全
体
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
な
る
は
ず
。
そ
の

た
め
に
も
、
完
成
し
た
道
路
を
ど
の
よ
う
に

活
用
す
る
か
が
鍵
で
す
」（
庄
司
）

被
災
地
の
生
命
線
と
し
て
完
成
が
待
た
れ

る
復
興
道
路
と
復
興
支
援
道
路
。
整
備
が
本

格
化
し
た
今
だ
か
ら
こ
そ
、
確
実
に
や
り
抜

く
と
と
も
に
、
完
成
し
た
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

描
き
始
め
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

閉伊川に架かる橋梁の工事現場。この橋梁は三陸沿岸道路の一部である「宮古田老道路」の橋で、
河川・道路・鉄道を越え、丘陵部を切り開いて整備する道路とつなげていく。工事を一望できるこ
の高台は庄司のお気に入りスポットだ。

地域の保育園児たちの見学会。大人を含めたあらゆる年代の人に現場を知ってもらう努力が続いている。
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現
場
力

な
い
現
在
に
つ
な
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

い
い
ま
す
。

「
今
で
は
苦
情
ど
こ
ろ
か
ア
ド
バ
イ
ス
を
い

た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
施

工
業
者
の
努
力
も
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
大

雪
が
降
っ
た
と
き
は
地
域
の
小
学
校
へ
自
発

的
に
行
っ
て
除
雪
を
し
た
建
設
会
社
も
あ
り

ま
し
た
。
住
民
と
の
間
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
た
こ
と
で
『
も
う
少
し
だ

か
ら
我
慢
し
よ
う
』
と
思
っ
て
い
た
だ
け
て

い
る
よ
う
で
す
」

こ
の
他
に
も
、
工
事
現
場
内
で
の
小
学
生

の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、
観
光
協
会
や
幼
稚
園
と

協
力
し
た
「
こ
い
の
ぼ
り
大
会
」、
ト
ン
ネ

ル
貫
通
式
で
の
伝
統
芸
能
披
露
な
ど
、
数
多

く
の
イ
ベ
ン
ト
で
住
民
と
の
交
流
を
図
っ
て

い
ま
す
。

「
地
震
と
津
波
、
そ
の
後
の
避
難
生
活
の
体

験
は
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
つ
ら
い
記
憶

と
な
っ
て
い
る
は
ず
。
道
路
を
整
備
す
る
だ

け
で
な
く
、
そ
の
過
程
を
通
じ
て
楽
し
い
記

憶
も
共
有
し
、
心
の
復
興
に
も
尽
力
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

宮
古
市
の
生
命
線 

国
道
1
0
6
号

沿
岸
の
宮
古
市
と
内
陸
の
盛
岡
市
を
結
ぶ

道
路
の
整
備
も
進
ん
で
い
ま
す
。
東
日
本
大

震
災
が
発
生
し
た
と
き
、
被
災
地
で
あ
る

宮
古
市
へ
救
援
物
資
を
届
け
ら
れ
た
の
は

国
道
1
0
6
号
が
機
能
し
て
い
た
か
ら
で

す
。
こ
の
宮
古
市
の
生
命
線
と
も
言
え
る
国

道
1
0
6
号
を
よ
り
安
全
安
心
に
利
用
で

き
る
よ
う
整
備
し
て
い
る
の
が
復
興
支
援
道

路
の
「
宮
古
盛
岡
横
断
道
路
」
で
す
。

北
上
山
地
を
越
え
る
国
道
1
0
6
号
は
、

急
峻
な
地
形
の
た
め
急
カ
ー
ブ
や
勾
配
が
き

つ
い
坂
道
の
区
間
が
あ
り
、
冬
期
は
ス
リ
ッ

プ
事
故
な
ど
の
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。
ひ

と
た
び
事
故
が
起
き
れ
ば
宮
古
市
と
盛
岡
市

を
結
ぶ
道
路
は
寸
断
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

実
際
、
過
去
5
年
間
に
75
回
の
通
行
規
制
が

行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
半
分
は
全
面

通
行
止
め
と
な
り
、
市
民
生
活
に
大
き
な
影

響
が
出
て
い
ま
す
。
宮
古
盛
岡
横
断
道
路
は

こ
う
い
っ
た
危
険
性
の
高
い
区
間
を
回
避

し
、
ト
ン
ネ
ル
と
橋
梁
で
つ
な
ぎ
な
が
ら
、

FILE
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国道45号沿いにあるショッピングセンターの駐車場に設けら
れた「三陸復興みらい館」。山田宮古道路に関する情報を地域
の人々に伝える情報センター。施工業者で組織する安全連絡
協議会が運営している。

佐々木（左）が担当する工事現場のすぐ脇には住宅地が広が
る。トンネル掘削用の火薬を仕掛けるときは事前に連絡すると
ともに、定期的に住民宅を訪れて工事への要望を聞く。

ドリルジャンボは、火薬
を仕掛けるための孔を
岩盤に開ける重機。火
薬を仕掛ける足場とし
ても活躍する。

庄司が担当するトンネル工事の現
場。基本的には火薬で岩を砕き、土
砂を運び出してトンネルを掘り進め
る。岩の硬さや亀裂の状態によって
適切な火薬の量や間隔を調整する
が、その判断は難しい。トンネル工事
が「経験工学」と呼ばれるゆえんだ。

掘削現場では多量のちりが舞い、数十メートル先がかすむ。ト
ンネル入口に構えた送風管は、1分間に2,000㎥の空気を処
理できる空気清浄機の役割を持つ。
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み
ん
な
で
考
え
る
未
来

ど
の
よ
う
な
町
に
復
興
、
再
生
し
て
い
く

の
か
…
。
町
民
み
ん
な
で
未
来
を
考
え
た
。
ま

ち
づ
く
り
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
は
、
商
工

業
や
水
産
関
係
で
働
く
者
、
各
団
体
の
有
志
、

そ
し
て
若
者
や
高
齢
者
な
ど
女
川
町
に
関
わ

る
人
た
ち
が
参
集
し
議
論
を
重
ね
た
。
他
の

先
進
的
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
し
て
い
る
町
に

も
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
の
復
興
を
経

験
し
た
町
に
も
話
を
聞
い
た
。

女
川
は
海
な
し
で
は
考
え
ら
れ
な
い
。
海

あ
っ
て
の
女
川
で
あ
る
。
水
産
業
が
こ
の
町

の
基
幹
産
業
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

海
と
共
に
生
き
る
。
み
ん
な
が
同
じ
方
向
を

向
き
動
き
出
し
た
。

感
謝
の
気
持
ち
を
ま
ち
づ
く
り
に

女
川
町
観
光
協
会
事
務
局
長
の
遠
藤
さ
ん

が
語
っ
て
く
れ
た
。「
今
ま
で
支
援
の
手
を

差
し
伸
べ
て
く
だ
さ
っ
た
全
国
の
皆
さ
ま
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
と
町
の
P
R
を
兼
ね
、

女
川
の
水
産
加
工
品
な
ど
の
紹
介
と
販
売
を

全
国
で
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は

観
光
協
会
自
体
が
旅
行
業
に
乗
り
出
し
、
水

産
業
体
験
ツ
ア
ー
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
、
湾
内
遊

覧
な
ど
を
企
画
提
供
し
て
い
き
た
い
。
女
川

の
資
源
を
活
用
し
た
教
育
ツ
ア
ー
に
も
力
を

入
れ
て
い
き
た
い
。
女
川
を
応
援
し
て
く
れ

た
方
々
に
『
女
川
に
関
わ
っ
て
き
て
良
か
っ

た
』
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
、
そ
ん

な
町
に
し
て
い
く
。
こ
れ
が
皆
さ
ん
へ
の
恩

返
し
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
町
を
子
ど
も
た

ち
へ
つ
な
い
で
い
き
た
い
」

被災した女川町役場。津波は3階部を呑み込み屋上にも迫った。当
時在所した方や近所の方たちは、屋上のさらに上、塔屋部に避難し
何とか難を逃れたという。（写真提供：女川町）

湾岸部は水産業を営む魚市場・水産加工場が立地するエリア
とし、海と水産業をつなげる。一段高く盛土（L1津波クラスま
での防潮堤としての機能も兼ねる）して整備するエリアには国
道、駅、商店、銀行、病院、事務所などを集中立地させ、人々
の生活活動などのエリアとし、にぎわいの創出と人々をつなげ
る。居住地は山を切り盛りするなどさらなる高地を整備し（L2
津波に対応）、安心して居住できるエリアを確保し命を守る。
魚市場・水産加工場エリアと商業業務エリアは災害危険区域。
東日本大震災クラスの津波には対応できないが、そのときは
高台へ「逃げる」。（左資料提供：女川町）

写真上は住宅地高台造成の様子。下は女川町地方卸売市場建
設の様子。

SHOP 国道398号
標高5.4m

標高1.9m
（原形復旧）

津波防波堤

町中心部の復興市街地整備の方針（土地利用計画）

Residential Area
(developed hill)

Residential Area
(elevated ground)

居住地 居住地
Business and Commercial Area

商業業務エリア
Fishing Port, Seafood Factory

魚市場・水産加工場

災害危険区域
Disaster Hazard Area (residence is restricted)

今回と同程度の
津波高さ

Level 2 Tsunami

明治三陸津波と
同程度の津波高さ

Level 1 Tsunami
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東
北
新
幹
線
仙
台
駅
か
ら
在
来
線
に
乗
り

換
え
2
時
間
余
り
。
J
R
石
巻
線
の
終
着

駅
「
女
川
」。
駅
舎
を
出
る
と
目
の
前
に
は

広
く
真
新
し
い
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
が
真
っ
す
ぐ

女
川
湾
へ
延
び
る
。
潮
風
が
心
地
よ
い
。

宮
城
県
牡お
し
か鹿
半
島
の
基
部
に
位
置
す
る
港

町
・
女
川
に
も
平
成
23
年
の
あ
の
日
、
巨
大

津
波
が
押
し
寄
せ
た
。
も
と
も
と
町
の
84
％

が
山
林
で
あ
る
女
川
町
の
人
々
は
、
湾
岸
の

わ
ず
か
な
平
地
や
山
間
地
に
肩
を
寄
せ
合
う

よ
う
に
暮
ら
し
て
い
た
が
、
津
波
は
こ
こ
に

も
容
赦
な
く
駆
け
上
が
っ
た
。
死
者
・
行
方

不
明
者
8
2
7
名
（
人
口
の
8
・
26
％
）、

建
物
全
壊
率
66
％
、
被
災
率
85
％
と
甚
大
な

被
害
を
受
け
た
。
巨
大
津
波
は
女
川
町
の

人
々
の
何
も
か
も
を
奪
い
去
っ
た
。

「
復ふ
っ
幸こ
う
」の
願
い

被
災
か
ら
2
カ
月
。何
も
な
い
女
川
に「
復

幸
市
」
が
立
っ
た
。
現
在
、
復
幸
ま
ち
づ
く

り
女
川
合
同
会
社
代
表
を
務
め
る
阿
部
さ
ん

は
語
る
。「
全
国
の
皆
さ
ま
か
ら
た
く
さ
ん

の
支
援
を
い
た
だ
い
た
。
と
て
も
あ
り
が
た

か
っ
た
。
で
も
、
い
た
だ
い
て
い
る
だ
け

だ
っ
た
。
だ
か
ら
、
少
し
で
も
い
い
か
ら
、

自
分
た
ち
で
売
る
、
買
う
と
い
う
日
常
を
再

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
か
っ
た
。“
復
幸
〟
と
は

文
字
通
り
、
幸
が
復
す
る
こ
と
。
こ
れ
か
ら

道
路
や
工
場
、
住
宅
を
復
興
さ
せ
な
け
れ
ば

い
け
な
い
け
れ
ど
、
そ
れ
だ
け
で
は
ダ
メ
。

こ
こ
に
生
き
る
人
々
の
気
持
ち
が
再
び
“
幸

せ
だ
な
あ
〟
と
感
じ
ら
れ
て
こ
そ
“
フ
ッ
コ

ウ
〟と
言
え
る
。そ
ん
な
願
い
を
込
め
ま
し
た
」

つ
な
げ
る
思
い

ゆぽっぽ・JR女川駅から海まで続くプロムナードの真正面、女川の海に昇る平成28年の初日の出（写真提供：吉田雅氏）

年に一度の「復幸祭」の様子。福男で有名な兵庫県西宮神社
で毎年開始の合図「開門」と叫ぶ平尾さんと福男が町を訪れ
てくれる。平尾さんの「逃げろ」の叫びを合図に参加者が一斉
に高台へと走る。（写真提供：女川町）



あ
の
悲
し
み
は
忘
れ
な
い

こ
の
取
材
中
、一
番
不
思
議
に
思
っ
た
こ
と

は
、
お
話
を
伺
う
全
て
の
方
が
異
口
同
音
に

“
つ
な
げ
る
〟
と
い
う
言
葉
を
語
る
こ
と
。
そ

し
て
、
女
川
町
出
身
者
も
そ
う
で
な
い
方
も
、

み
ん
な
が
同
じ
方
向
を
向
い
て
懸
命
に
行
動

し
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
こ
と
。
女
川
町
役

場
産
業
振
興
課
の
土
井
さ
ん
に
尋
ね
て
み
た
。

「
私
た
ち
は
、
あ
の
悲
し
み
を
忘
れ
る
こ
と
は

で
き
な
い
し
、
決
し
て
忘
れ
な
い
。
全
て
を

失
っ
た
か
ら
こ
そ
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

や
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
誰
も
が

共
有
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

＊
＊
＊

女
川
町
の
本
格
的
フ
ッ
コ
ウ
は
、
ま
だ
ま

だ
こ
れ
か
ら
で
あ
る
の
が
現
実
。
し
か
し
、

こ
の
町
に
は
何
か
を
感
じ
る
。
こ
こ
に
生
き

る
人
々
の
底
知
れ
ぬ
パ
ワ
ー
な
の
か
、
人
が

も
と
も
と
持
つ
優
し
さ
な
の
か
。

昨
日
は
終
着
駅
だ
っ
た
女
川
駅
。
今
日
は

始
発
駅
。
鉄
路
は
こ
こ
か
ら
全
国
へ
つ
な

が
っ
て
い
る
。

女川水産業体験館「あがいんステーション」
旧JR女川駅の外観を復元。「あがいん おながわ」のブランド名（商品に金色のシールを貼り付け）のもと、女川の
水産加工品を販売。ネット販売なども手がける。その他、水産加工体験などいろいろなコンテンツも用意されている。

「あがいん おながわ」とは英語の「again（再び）」と女川方言「あがいん（召し上がれ）」を掛け合わせ、「再び笑
顔あふれる街にすること」「女川の美味しい物を食べて欲しい」という思いが込められている。

顔写真（右上から時計回り）復
幸まちづくり女川合同会社：阿
部さん、女川町観光協会：遠藤
さん、ゆぽっぽ：吉田さん、女
川みらい創造株式会社：近江
さん、 女川町役場：土井さん

上文：地元小学生の詩の一節。
女川町地域医療センターの建
つ高台に横断幕が掲げられて
いる。

女川は流されたのではない。 新しい女川に生まれ変わるんだ。

全国の
皆さん

女川町の
皆さん
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こ
の
町
で
働
き
た
い

J
R
女
川
駅
舎
に
は
「
ゆ
ぽ
っ
ぽ
」
が
あ

る
。
天
然
温
泉
で
観
光
客
や
地
元
の
方
た
ち

の
憩
い
の
場
だ
。
支
配
人
の
吉
田
さ
ん
は
昨

年
3
月
に
そ
れ
ま
で
の
職
を
辞
し
て
女
川
町

へ
や
っ
て
来
た
。「
震
災
後
、
各
地
の
被
災
地

へ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
入
っ
た
が
、
次
第
に

被
災
地
で
自
分
の
経
験
を
生
か
し
た
仕
事
に

就
き
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
女
川
町

の
方
々
と
は
垣
根
な
く
付
き
合
え
る
。
こ
の

町
に
関
わ
っ
て
生
き
て
い
け
る
こ
と
は
、
自

分
の
こ
れ
ま
で
の
人
生
で
一
番
価
値
あ
る
こ

と
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
も
お
父

さ
ん
ら
し
い
と
応
援
し
て
く
れ
て
い
ま
す
よ
」

具
体
的
な
形
を
次
世
代
へ
つ
な
ぐ

昨
年
12
月
23
日
、
ゆ
ぽ
っ
ぽ
・
J
R
女
川

駅
前
か
ら
女
川
湾
へ
と
通
じ
る
一
帯
に
商
業

エ
リ
ア
「
シ
ー
パ
ル
ピ
ア
女
川
」
が
オ
ー
プ

ン
し
た
。
こ
の
シ
ー
パ
ル
ピ
ア
女
川
は
、
女

川
み
ら
い
創
造
株
式
会
社
に
よ
り
運
営
さ
れ

て
い
る
。
専
務
の
近
江
さ
ん
が
教
え
て
く
れ

た
。「
震
災
に
よ
り
全
て
を
失
っ
た
女
川
が

再
生
し
、
ま
た
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
の

時
代
に
あ
っ
て
も
持
続
可
能
な
町
と
し
て
生

き
残
る
に
は
、
役
所
だ
け
、
民
間
だ
け
で
考

え
て
い
て
も
ダ
メ
。
全
て
の
関
係
者
の
知
恵

を
結
集
し
な
け
れ
ば
。
こ
の
会
社
は
公
民
連

携
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
会
社
で
す
。
地
域
貢

献
、
活
性
化
を
自
分
の
生
き
様
に
し
て
10
年

目
、あ
ら
た
め
て
こ
の
場
所
で
の
活
動
に
し
っ

か
り
と
取
り
組
ん
で
い
く
覚
悟
で
す
。
女
川

が
持
つ
海
、
空
、
自
然
、
景
観
と
い
っ
た
人

間
に
は
つ
く
れ
な
い
も
の
を
軸
に
、
人
間
が

創
造
で
き
る
も
の
を
添
え
て
、
次
世
代
の
方

た
ち
に
新
し
い
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

の
仕
組
み
を
具
体
的
な
形
で
つ
な
げ
て
い
く

こ
と
が
今
の
目
標
で
あ
り
、
夢
で
す
」

女
川
ブ
ラ
ン
ド
を
全
国
へ
つ
な
ぐ

女
川
ブ
ラ
ン
ド
も
育
ち
つ
つ
あ
る
。
女
川
町

で
水
揚
げ
さ
れ
た
原
材
料
を
使
用
、
あ
る
い

は
女
川
町
内
で
製
造
さ
れ
た
商
品
を
条
件
に
、

味
は
も
ち
ろ
ん
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
、
価
格
の
バ
ラ

ン
ス
を
県
内
外
の
食
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
が
審

査
。
基
準
に
合
格
し
た
商
品
が
「
あ
が
い
ん 

お
な
が
わ
」
の
ブ
ラ
ン
ド
名
を
冠
し
て
販
売
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
事
業
を
手
が
け
る
復
幸
ま
ち

づ
く
り
女
川
合
同
会
社
の
阿
部
さ
ん
が
語
る
。

「
震
災
前
の
女
川
は
、
現
状
維
持
だ
け
で
は
、

い
ず
れ
衰
退
す
る
町
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
震

災
は
確
か
に
不
幸
な
出
来
事
で
し
た
が
、
み

ん
な
で
立
ち
上
が
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
を

生
み
出
し
た
。
こ
の
会
社
も
ま
だ
動
き
出
し

た
ば
か
り
で
す
が
、
運
営
方
法
な
ど
を
さ
ら
に

工
夫
し
て
事
業
が
自
走
で
き
る
よ
う
に
す
る
の

が
今
の
目
標
で
す
。“
稼
ぐ
ま
ち
づ
く
り
〟
で

す
。
全
国
の
皆
さ
ま
に
は
ぜ
ひ
、
女
川
に
遊
び

に
来
て
く
だ
さ
い
と
言
い
た
い
で
す
。
実
際
に

見
て
く
だ
さ
い
。
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。
文
字

や
写
真
だ
け
で
は
伝
え
き
れ
な
い
、
さ
ま
ざ
ま

な
何
か
が
女
川
に
は
あ
り
ま
す
。
遊
び
な
が

ら
学
べ
る
町
で
す
。
も
し
か
し
た
ら
、
あ
な
た

の
価
値
観
さ
え
変
え
て
し
ま
う
か
も
。
女
川
の

人
た
ち
と
ぜ
ひ
話
を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
」

ゆぽっぽ・JR女川駅
女川町の玄関口。女川町復興の象徴となってきた。世界的建築家の坂茂さんの設計。海に向かって飛び立つ女川
町の鳥「ウミネコ」をイメージした屋根が印象的。館内には、日本画家千住博さんの絵と公募で集まった900点余
りの花の絵を合わせた巨大なタイルアート「家族樹」なども見ることができる。

夜のシーパルピア女川とゆぽっぽ・JR女川駅

女川町まちなか交流館
プロムナード沿いにある町民や来町者が気軽に立ち寄れる“まちなか”の交流拠点。ホー
ル、会議室、音楽スタジオ、調理室、キッズコーナーなどで構成されている。

（写真提供：女川町）


